
 

1 

 

2025年度 第 454回教育研究審議会議事要録 
 

日 時  2025 年 9月 30日（火）13：30～14：40 

場 所  本館 E-701 会議室 
出席者  柳井学長、中武副学長、後藤副学長、内田副学長、寺田副学長、中本事務局長、 
 篠崎外国語学部長、田村経済学部長、児玉文学部長、中村法学部長、井上国際環境工学部長、 
  西田地域創生学群長、田島大学院社会システム研究科長、松永大学院マネジメント研究科長、 
 深谷学生部長、狭間教務部長、神原基盤教育センター長、永末入試センター長、 
 浅羽情報総合センター長、中澤環境技術研究所長、ヘイルズ学長補佐 
          

配布資料  1-1 教員採用選考報告書（外国語学部） 

      1-2 教員採用選考報告書（国際環境工学部） 

      1-3 欠員補充申請書（法学部） 

           1-4 外国語学部 教員採用選考委員会の選考委員変更について 

      2  サバティカル制度・学外研究支援制度・交換教員制度の見直しについて 

      3  北九州市立大学教員の国内研修に関する規程の一部改正について 

      4  北九州市立大学教員海外出張取扱要綱の一部改正について 

      5  ご報告とご協力のお願い SDGs・サステナビリティへの取り組みについて 

      6  DOIC（Digital Open innovation Campus）への参加について 

      7  本学公式メールアカウントの利用について（情報セキュリティポリシーに基づく

お願い） 

      8  入試業務における託児サービス等の実施について 

      9  北九州市立大学教員海外出張・研修報告書 

 

第１号 教員の人事について 

＊ 資料 1-1のとおり、外国語学部の経営戦略（ビジネスストラテジー、アントレプレナーシップ）担

当教員人事について、選考委員会から採用候補者（藤嶋大介氏）の選考結果の報告がなされ、同報告

に基づき採用候補者の採用について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料 1-2のとおり、国際環境工学部環境化学工学科の環境化学工学（環境プロセス分野）担当教員

人事について、選考委員会から適任者が得られなかった旨を報告。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料1-3のとおり、法学部からの申請に基づき、2026年3月31日付で定年退職する田代洋久教授の後

任として、都市政策論担当教員1名の欠員補充申請について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

（議案承認の後、選考委員会を設置） 
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＊ 資料 1-4のとおり、外国語学部教員採用に係る選考委員会委員の変更について提案。 

 

○ 第 453回教育研究審議会（2025年 9月 9日開催）で設置した選考委員会について、委員 1名を変更

するもの。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第２号 サバティカル制度・学外研究支援制度・交換教員制度の見直しについて 

＊ 資料 2のとおり、サバティカル制度・学外研究支援制度・交換教員制度の見直しについて提案。 

 

○ サバティカル制度・学外研究支援制度・交換教員制度の三制度については、同一学科等の教員が同時

に各制度を利用することにより、他の教員に過重な負担がかかっていることに加え、授業及びその他学

内業務に支障をきたす恐れが生じている。そこで、学生及び教員に不利益が出ないように、2027年度執

行分から「募集及び決定時期、選考を行う機関」を統一するとともに、「学内外研究支援制度利用者選考

会議規程」を制定するもの。 

● スケジュールに関し、交換教員（大連）の派遣期間は 4 月から 3 月ではなく、2 月から 1 月であった

かと思う。資料中では、派遣期間が 4月から 3月となっているが、これは便宜的な記載と理解してよろ

しいか。 

○ 便宜上、このような記載となっている。 

● これまでは、学内外研究については、学部長等が決定することになっていたと思うが、今後は、「学内

外研究支援制度利用者選考会議規程」の第 3条に記載されている委員で審議し、決定するということか。 

○ 偏った意思決定とならないように、「学内外研究支援制度利用者選考会議」において審議し、決定する。 

● これまでは、学部・学科内で複数の申請希望があった場合、学部単位・学科単位で調整を行っていた

が、今後は、申請希望数が何件であっても、申請を行い、「学内外研究支援制度利用者選考会議」におい

て、審議・決定することを想定しているか。 

○ そのように考えている。 

● サバティカル制度の決定時期がかなり早くなるが、どのように整理しているか。 

○ 従来は、サバティカル制度の決定が取得開始に近い時期となっていた。これでは、学務上、運営が厳

しくなるケースがあるため、早期に決定することとした。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第３号 北九州市立大学教員の国内研修に関する規程の一部改正について 

＊ 資料 3のとおり、北九州市立大学教員の国内研修に関する規程の一部改正について提案。 

 

○ 2027 年度執行分学外研究支援制度の国内出張の助成金額の見直しに伴い、関係規程を改正するもの。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第４号 北九州市立大学教員海外出張取扱要綱の一部改正について 

＊ 資料 4のとおり、北九州市立大学教員海外出張取扱要綱の一部改正について提案。 

 

○ 2027 年度執行分学外研究支援制度の海外出張の助成金額の見直しに伴い、関係要綱を改正するもの。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 
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報告 
 ① SDGs・サステナビリティへの取り組みについて 
 ② DOICメタバースの展示について 

 ③ 本学公式メールアカウントの利用について 

 ④ 入試業務における託児サービスの実施について 

 ⑤ 教員の海外出張について 


